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禁止

取扱説明書に記載以外の調理法
はしない
中身が噴出したり、やけどやけがをする
恐れがあります。安全のため、製品同梱
の取扱説明書等に従って調理を行ってく
ださい。

 

お取り扱いについて

分解禁止 発火したり、異常作動をしてけがをするお
それがあります。
●	修理は弊社修理センターにご相談ください。

修理技術者以外の人は、絶対に
分解したり修理・改造しない

禁止

破損・けがのおそれがあります。

釜を電子レンジ、オーブンにい
れて使用したり、本製品以外の
熱源で加熱しない

やけど・感電・けがをするおそれがあります。

やけどや誤作動、故障の原因になります。

本製品で子供が遊ばないよう十
分に注意する

使用時は必ず内ぶたを外ふたの
裏側に取り付ける

指示

指示

禁止 やけど・感電・けがをするおそれがあります。

子供だけで使わせたり、乳幼児
の手の届く所で使わない

指示

蒸気に触れるとやけどをするおそれがあります。

調理後に外ふたを開けるときは、
蒸気が手や顔などにかからない
ように注意する

禁止

禁止

本製品や電源コードおよび電源
プラグを水につけたり、水に濡ら
したりしない

本製品に磁気に弱いものを近づ
けない
●		ラジオ・携帯電話・テレビ・マイクな
どは雑音が入ったり、音が小さくなる
原因となります。

●		クレジットカードや磁気式カードなどは
記録が消えたり、壊れる原因となります。

ショート・感電のおそれがあります。

禁止

禁止

思わぬ事故の原因になります。
付属品以外の部品を使用しない

身体的、知覚的、精神的に障害がある
者や製品の知識や経験のない者（子供
を含む）は、以下の場合のみ使用する指示

誤った取り扱いをしたときに、
人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容です。警告

安全上のご注意

禁止 過熱や異常動作の原因になります。

専用コード以外は使用しない
また、他の機器に転用しない

禁止 そのまま使うと、感電、ショートや発火す
るおそれがあります。

電源コードが傷んでいたり、コンセント
の差し込みがゆるいときは使用しない

ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。お読
みになった後は、いつでも見られるところに必ず保管してください。
ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、お使いいただく方や他の人々
への危害や損害を未然に防止するためのものです。
誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を「警告」「注意」の２つに区分していま
す。いずれも安全に関する重大な内容ですので、必ず守ってください。
●	本製品は家庭用です。業務用または一般家庭以外での使用や取扱説明書の指示に反する
使用について、弊社は一切の製造責任と保証の責任を負いかねます。

	記号は、禁止の行為であることを告げるものです。
図の中や近傍に具体的な禁止内容(左図の場合は分解禁止)が表記されています。

	記号は、行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです。

絵表示の例

電源・電源コード

指示 他の機器と併用すると、発熱による火災や
故障の原因になります。
●	延長コードも定格15Aのものを単独で
お使いください。

定格15A・交流100Vのコンセン
トを単独で使用する

指示 プラグにほこりなどがたまると、湿気などで
絶縁不良となり、火災の原因になります。
●	電源プラグを抜き、乾いた布で拭いて
ください。

電源プラグのほこりなどは、 
定期的に取り除く

指示 差し込みが十分でない場合、感電・発熱
による火災の原因になります。

電源プラグは根元までしっかりと
差し込む

指示

そのまま使うと、ショートや発火するおそれがあ
ります。弊社修理センターまでご相談ください。

使用中、電源プラグ／電源コード、
本体が異常に熱くなったり、通電
したりしなかったりするときは、
ただちに使用を中止する

禁止 感電の原因になります。

ぬれた手で、電源プラグの抜き
差しはしない

禁止 傷つけたり、加工したり、熱器具に近づ
けたり、無理に曲げたり、ねじったり、ひっ
ぱったり、重い物を載せたり、束ねたりし
ないでください。傷んだまま使うと、感電・
ショート・火災の原因になります。
電源コードが破損した場合は、修理技術
者以外の人は、絶対に分解したり修理、
改造しないでください。また、他の製品
の電源コードを代用しないでください。

電源コード・電源プラグを破損す
るようなことはしない

禁止

金属または磁化される面の上で
は使用しない。機器の下にアル
ミホイルを敷かない
けが・やけどの原因となります。

禁止

本製品を外部タイマーやリモート
コントロールシステムを使用して
操作しない

禁止

思わぬ事故の原因になります。

火災の原因になります。

本製品を加熱されたオーブンや熱
いコンロの上に置いたり、直火ま
たは可燃物の近くに置かない

・監督者がいる場合
・製品の安全な使い方を教わり、使用に
ともなう危険性を理解している場合
やけど・感電・けがをするおそれがあります。

禁止

蒸気口をふさがない
蒸気がこもり、ふたやボタンが変形して
操作できなくなるおそれがあります。

製品に  マークがある箇所
は、使用中に高温になるので、
やけどに注意する指示

本体の電源コード差し込み部が水などによっ
て濡れていると感電するおそれがあります。

本体の電源コード差し込み部を濡
らさない

禁止

電源コードに液体をこぼさない
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誤った取り扱いをしたときに、
人が損害を負う可能性および物的損害が想定される内容です。注意

禁止 感電や火災の原因になります。電源コー
ドの買い換えは、部品注文センターにご
相談ください。

電源コードが損傷しているとき
は、本製品を使用しない

本製品に表示されている電源電
圧が、コンセントの電圧と同じで
あることを確認する
誤った接続による故障・事故などは、保証
の適用外となりますのでご注意ください。

指示

電源・電源コード
電源プラグを抜くときは、電源
コードを持たずに必ず先端の電
源プラグを持って引き抜く
感電したりショートしたりして、発火する
おそれがあります。

指示

電源プラグがコンセントに接続さ
れているときは、電源コードを
ひっかけないよう気をつける
本体が落下し、やけど、けがをするおそ
れがあります。

指示

コンセント	
からはずす

使用時以外は、電源プラグをコ
ンセントから抜く
絶縁劣化による感電・漏電火災の原因に
なります。

禁止 電源コードが熱で溶けるおそれがあります。

本製品の高温部分に電源コード
を近づけたり、接触させない

安全上のご注意 （続き）

蒸気でやけどをするおそれがあります。
必要に応じてミトンを着用してください。

使用中や使用後は高温になるので、
外ふたを開けるときは注意する

指示

禁止

火災などの原因になります。
→	修理は弊社修理センターにご相談ください。

衝撃により損傷がある場合や、 
外観に損傷があり、正しく動作し
ない場合は、本製品を使用しない

お取り扱いについて

パッキングは破損しないように注
意して取り扱う指示

ご飯粒など異物を以下の場所に
つけたまま使わない
・センサー  ・加熱プレート
・パッキング  ・本体と外ふたの間
・蒸気口の周囲

禁止

次の場所では使用しないでください。
●	テーブルや調理台の端
●	スライド式テーブルの上
●	不安定な場所や可燃物の近く
●	畳、じゅうたん、テーブルクロス、プラスチッ
クの置き台などの上

●	食器収納棚の下
●	他の電気製品などの上
	 落下や故障、火災の原因になります。
●	壁、家具、カーテンの近く
	 蒸気や熱で変色、変形の原因になります。
●		本体の底面の放熱口をふさぐような布の上

耐熱性のある平らで安定した場所、水や火気から離れた場所で使用する

指示

付属品以外の釜をセットして使用
しない

長時間の予約はしない
特に夏場での長時間の予約はやめてくだ
さい。

禁止

禁止 高温部に触れると、やけどをするおそれ
があります。

お手入れは、本体を十分に冷ま
した後におこなう

指示

使用上のお願い
●	本製品は、必ず屋内で使用してください。
●	必ず本製品用の付属品を使用してください。
●	空炊きをしないでください。
●	釜を他の熱源にかけないでください。
●	万が一、はがれたコーティングを飲み込んでし
まっても害はありません。

●	調理以外の目的にはご使用にならないでくだ
さい。

●	本製品は消毒器ではありません。瓶を消毒す
るためには使用しないでください。

●	釜を使用せず本体に直接具材を入れないでく
ださい。

●	釜や熱くなる部品は常に清潔に保ってくださ
い。また、加熱プレート中央の温度センサー
は可動する状態を保ってください。

●	使用後は、すぐに釜を洗ってください。
●	お手入れするときは、本体を湿らせたふきん
で拭いてください。釜は、やわらかいスポンジ
で洗い、ナイロンたわしで洗ったりこすったり
しないでください。パッキング、炊飯用カップ
は食器洗浄乾燥機をお使いいただけます。

●	調理後のお手入れの際に本体を水につけない
でください。故障の原因となります。

●	本製品は一般家庭用です。業務用または一般
家庭以外での使用や取扱説明書の指示に反す

る使用について、弊社は一切の製造責任と保
証の責任を負いかねます。

●	製品を廃棄するときは、電源コードをコンセン
トから抜いた後、電源コードを切断するなどし
て動作不能な状態にしてください。

●	釜に傷をつけたり、落としたり、変形させたり
しないでください。

	 うまく炊けない原因になります。
●	プッシュボタン周囲の隙間に汚れが入り込まな
いようにしてください。

	 外ふたの開閉ができなくなる原因になります。
●	釜をガス火にかけたり、電磁調理器や電子レン
ジなどに使用しないでください。

●	釜が変形した場合は、弊社修理センターにご
相談ください。

●	炊飯中、本体にふきんなどをかけないでください。
	 本体やふたの変形・変色の原因になります。
●		強い火力で炊飯するため、機器内部を冷却す
るためのファンが作動します。作動音は、本体
の故障ではありません。

●	13時間以上の予約はしないでください。
	 また、夏場など水温が高いときは8時間以上
の予約はしないでください。

	 腐敗するおそれがあります。
●	使用後は加熱プレートが高温になっています。

・	 調理をする際の熱源はすべて製品に含まれています。
・	 本製品は低電圧指令、電磁環境適合性、消費者庁等の基準や規定に準じています。
・	 異常な使用感のある、または破損している釜は保証適用外です。

調理後のお手入れの際に本体を
水につけない
故障の原因となります。

調理後しばらくは加熱プレートに
触れない
調理後の加熱プレートは高温になってお
り、やけどをするおそれがあります。

禁止

禁止
禁止

食材を入れたポリ袋をジャー炊
飯器に入れて調理しない
蒸気口がポリ袋でふさがれて中身が噴出
し、やけどやけがをする恐れがあります。

外ふたは「カチッ」と音がするまで
確実に閉める

指示

禁止

調理中および調理直後は蒸気口から熱い蒸気
が出ますので、やけどをするおそれがあります。

調理中および調理直後に、蒸気
口や蒸気、外ふたに手を触れた
り、顔を近づけない 禁止

持ち運ぶときはプッシュボタンに
触れない
外ふたが開き、やけどの原因になります。

心臓用ペースメーカーをお使いの
方は、専門医師とよくご相談する指示
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使用上のお願い （続き）

＜内面＞
●	釜内面のコーティングの保証期間は、本製品お買い上げ日から3年です。（釜内面コーティ
ングがはがれた場合）

	 ただし、誤った使い方をした場合は、保証期間内でも「有料」となります。
●	釜内面のコーティングは、ていねいに取り扱ってください。傷めると、釜からはがれやすくなります。
コーティングを傷めないために、以下のことをお守りください。

シンクやテーブルなどに釜の底面を強く押しつけないでください。
シンクやテーブルなどに傷がついたり、色が移ったりすることがあります。注意

釜の取り扱いについて

＜外面＞
●	外面は、温度センサーや加熱プレートなどに触れる部分です。汚れや傷がつかないように
してください。

●	熱により変色することがありますが、使用上の問題はありません。

釜内面のコーティングは使用により消耗します。
はがれたり、釜に色むらができることがありますが、使用上・衛生上の問題はありません。

お取り扱いについて
●	お米を洗う前に、米に混じっている異物（石など）を取り除いてください。
●	釜にザルなどをのせないでください。
●	洗米時、釜に強い力を加えないでください。
●	金属製のフライ返し等の調理器具は、コーティング面に傷をつけないよう、角の丸いも
のをご使用ください。より長くお使いいただくためには、ナイロン樹脂製か木製のもの
を使用されることをおすすめします。

●	食材は釜の中で切らないでください。
●	かたくとがった食品（骨付き肉など）を調理するときは、食品を釜内面に押し付けたり、
強くかき混ぜたりしないでください。

●	泡だて器や金属製のざるなどを併用して洗米しないでください。
●	釜の中でご飯に酢を混ぜないでください。
●	すしめしなどを作る際は、別の器に移してからご飯に酢を混ぜてください。
●	おかゆを器によそうときなどに、金属製のおたまを使わないでください。
●	スプーンや食器類を入れたり、しゃもじなどでたたいたりしないでください。

お手入れについて（23ページ参照）
●	食器を入れて洗わないでください。
●	スポンジの柔らかい部分を使って洗ってください。たわしやスポンジのナイロン面など固
いもので洗わないでください。

●	炊き込みご飯など、調味料を入れて炊飯した場合はすぐに洗ってください。

● 電源コード

各部の名称

外ふた

内ぶた

加熱プレート

温度センサー

釜

電源プラグ

マグネットプラグ

プッシュボタン
外ふたを開けるときに押します。

本体
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付属品

● しゃもじ
	 立てておくこともできます。

操作パネル

蒸気口

初めて使用するときは、使用前に釜、内ぶた、蒸気口、炊飯用カップ、しゃもじを中性洗剤
で洗ってよく乾かしてください。
（お手入れ方法は23ページを参照してください）

本体上面

● 炊飯用カップ

各部の名称（続き）

操作部/表示部

● 操作部

炊き具合 ご飯の炊き具合を設定します。
※	「白米」または「無洗米」を選択したときのみ設定変更できます。

エコ炊飯

エコ炊飯設定のオン／オフを切り替えます。
初回は「エコ炊飯」が選択されています。2回目以降の使用では前回炊
飯時の設定が表示されます。
※	「白米」または「無洗米」を選択したときのみ設定できます。

予約 炊飯が完了する時刻を設定します。
長押しすると、現在時刻を設定することができます。

再加熱 再加熱を選択します。
長押しすると、洗浄モードを選択します。

早炊き 早炊きモードを選択します。（白米・無洗米のみ）

炊飯
選択したモードを開始します。
調理中に長押しすると炊飯が中止され、設定中に長押しすると選択した設
定が取り消されます。

ダイヤルリング

炊飯プログラムを選択したり、予約時間を設定します。
◁	▷	を押すと、項目や数値をひとつずつ変更します。
ダイヤル部分を指で回すようにして触れると、項目や数値を連続で変更す
ることができます。
時計回りに回す：次項目を選択、または数値の増加。
反時計回りに回す：前項目を選択、または数値の減少。

保温 保温を選択します。

表示部
通常時は現在時刻が表示
されます。
炊飯時は残りの調理時間
が表示されます。

炊き具合ランプ

操作部

ダイヤルリング

遠赤外線加熱ランプ
炊飯・保温時に点滅します。

炊飯プログラムランプ

製品出荷時には操作パネル部に保護シールが貼られています。
お使いになる前にはがしてください。
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操作パネルについて

スタンバイモード・スリープモード

●	操作パネルにシールを貼ったり、マジックやペンで印を書き込まないでください。
	 反応が鈍くなる原因になります。
●	操作パネルとその周辺部は、アルコールを含んだ布などで拭かないでください。
	 表示部の表面が変色したり、割れる原因になります。汚れが気になる場合は、
かたくしぼった布で拭き取ってください。

お願い

操作パネルに触れても反応しないときは、以下の点を確認してください。
●	操作パネルを強く押しすぎている。
	 操作パネルは指先で軽く触れるように操作してください。	
※		指の腹で触れると、近くにある別のボタンに触れていると認識される可能性があります。

●	間隔をあけずに連続でタッチしている。
●	指や操作パネルに水滴がついている、または汚れている。
●	周囲の温度や湿度が高すぎる、または低すぎる。
●	周囲の電気製品が影響をおよぼしている。
●	電源が入っていない。
●	指以外のものでタッチしている。
●	同時に2つ以上のボタンをタッチしている。
●	操作パネル以外のところをタッチしている。

時刻は24時間で表示されます。
現在時刻がずれている場合は、下記の手順で設定してください。

本製品はリチウム電池を内蔵していますので、マグネットプラグを抜いても、現在時刻
や予約時刻の設定は保存されます。
●		リチウム電池の寿命は、マグネットプラグを抜いた状態で4～ 5年です。
●		リチウム電池が切れた場合、現在時刻や予約時刻の設定は、マグネットプラグを抜
いた時点で消えてしまいます（通常の炊飯は可能です）。

 を長押しします。

ダイヤルリングを指でなぞるか、◁ ▷を押して「時」を設定し、 
 を押します。

画面に表示されている時刻の「時」
の部分が点滅します。

電源コードを本体とコンセントに接続します。

画面に表示されている時刻の「分」の部分が点滅します。

ダイヤルリングを指でなぞるか、◁ ▷を押して「分」を設定し、 
 を押します。

時刻の設定

調理や保温をしていないときは、3分間操
作がないと、スタンバイモードになり、す
べてのランプが消灯します。
また、10分間操作がないと、スリープモー
ドになり、画面が非表示になります。

スリープモード・スタンバイモードを解除
するときは、いずれかのボタンを押します。
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釜の中でご飯を保存する場合は、必ず保温機能を使用してください。
電源プラグをコンセントから抜いた状態、または保温を終了した状態で、釜の中でご飯を
保存しないでください。ご飯ににおいがついたり、べたつく原因になります。

ご飯の乾燥・べたつき・におい・変色を防ぐために、以下のような保温はしないでください。
●	少量で長時間保温しない　●	ご飯をつぎたさない　●	冷めたご飯を再度保温しない
●	ご飯以外の調理物を保温しない　●	しゃもじを入れたまま保温しない
●	お粥を保温しない　●	炊き込みなど、調味料やご飯以外の食材を含むときは保温しない

少量のご飯を保温するときは、釜の中央に盛ってください。
少量のご飯を保温すると、乾燥したり、べたつきやすくなります。
釜の中央に盛って保温してください。

付属の炊飯用カップを使って、すりきりで、お米を量ってください。	
計量米びつなどを使うと、誤差が出ることがあります。

おいしいご飯を炊くコツ

正しくお米を量る

お米を洗う

正しく水加減をする

はじめはたっぷりの水で、さっとかき混ぜ、手早くすすぎ、水はすぐに捨てる（なるべく冷た
い水で、お米が吸水しないように手早く洗います）。
●	お湯（約35度以上）で洗米や水加減をしないでください。
	 ご飯がうまく炊けない原因になります。

釜の内側の目盛りに合わせて水を入れます。
目盛りは目安ですので、お好みやお米の種類などによって水加減を調整してください。

保温のコツ

ほぐしかた
釜の中のご飯を4等分にし、しゃもじを立てて、なべ肌に沿って大きく起こし、かたまりを切
るようにほぐします。

炊飯プログラムについて

※1	エコモードでの保温は12時間を過ぎると通常保温に切り替わります。
※2	炊き上がったら保温を切り、お早めにお召し上がりください。
※3	お粥は全粥・半粥の2種類を作ることができます。釜にも両方の目盛りが記載されています。

機能 炊飯容量 釜の 
水位線 炊き具合 早炊き 炊飯時間の

目安 保温 エコ
炊飯 予約

白米 1～ 5.5合 白米 〇 〇

〈通常〉
50～ 59分
〈早炊き〉
27～ 38分

〈エコ炊飯〉
54～ 64分

〈通常〉
24時間

〈エコ炊飯〉
12時間※1

〇 1～24時間
（10分間隔）

無洗米 1～ 5.5合 無洗米 〇 〇

〈通常〉
53～ 63分
〈早炊き〉
28～ 38分

〈エコ炊飯〉
54～ 64分

〈通常〉
24時間

〈エコ炊飯〉
12時間※1

〇 1～24時間
（10分間隔）

玄米 1～ 4合 玄米 × × 64～ 69分 24時間※2 × 1～24時間
（10分間隔）

もち麦 1～ 4合 もち麦 × × 66～ 75分 24時間※2 × 1～24時間
（10分間隔）

雑穀米 1～ 5.5合 雑穀米 × × 56～ 59分 24時間※2 × 1～24時間
（10分間隔）

長粒米 1～ 5.5合 長粒米 × × 34～ 40分 24時間※2 × 1～24時間
（10分間隔）

すしめし 1～ 5.5合 すしめし × × 55～ 66分 24時間 × 1～24時間
（10分間隔）

炊き込み 1～ 4合 炊き込み × × 60～ 67分 24時間※2 × ×

冷凍ご飯 1～ 5.5合 白米 × × 45～ 54分 24時間 × 1～24時間
（10分間隔）

お粥※3
全粥 0.5 ～ 1.5合 全粥

× ×
83～ 92分

24時間※2 ×
1時間30分	
～ 24時間
（10分間隔）半粥 0.5 ～ 1合 半粥 65～ 76分

発芽玄米 1～ 4合 白米 × × 54～ 62分 24時間※2 × 1～24時間
（10分間隔）

玄米・
雑穀粥

玄米粥 0.5 ～ 1.5合
ー × ×

81～104分
24時間※2 ×

1時間30分	
～ 24時間
（10分間隔）雑穀粥 0.5 ～ 1合 87～106分

●	早炊きの場合は、予約機能を使用できません。
●	「白米」「無洗米」「すしめし」「エコ炊飯」「早炊き」以外を選択した場合は、炊飯後は早
めにお召し上がりください。
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炊飯プログラムについて（続き）  

① お米1カップに対して1/4カップのもち麦を混ぜます。
② 「もち麦」の水位線まで水を入れて「もち麦」モードで炊飯します。
●	早炊き・エコ炊飯は選択できません
●	もち麦を減らす場合は、お好みで水加減を調整してください。
※	炊飯後は早めにお召し上がりください。

もち麦を炊くときは

① 発芽玄米と白米（または無洗米）の比率は１：２を目安にしてください。
② 「白米」または「無洗米」の水位線まで水を入れて「発芽玄米」モードで炊飯します。
※	炊飯後は早めにお召し上がりください。

白米（または無洗米）と混ぜて、発芽玄米を炊くときは

● 水加減は、具材を入れる前に調整してください。
● 具材の量は、お米1カップに対して75g以下にしてください。
	 具材が多すぎるとうまく炊けないことがあります。
● 具材は小さめに切って、釜に入れたお米の上にのせてください。
	 具材とお米を混ぜ合わせないでください。（使用する炊き込みご飯の素に作り方が書いて
ある場合は、それに従ってください）

● 材料を釜に入れたら、すぐに炊飯を開始してください。
	 時間が経つと調味料が沈殿して、うまく炊けないことがあります。
● 炊飯中に外ふたを開けて、具材を足さないでください。
※	おこわを炊く際に、もち米と白米を混ぜた場合は、釜の水位線「炊き込み」より少しすく
なめに水を入れてください。

※	赤飯は小豆の煮汁を使うため、釜底のご飯の方が濃い色になります。
※	炊飯後は早めにお召し上がりください。

① ご飯が炊きあがったら、熱いうちにすしおけなどに移します。
② すしおけに移したら、合わせ酢と混ぜ合わせます。
	 熱いうちに合わせ酢と混ぜることで味がよく染み込みます。
	 釜の中でご飯と合わせ酢を混ぜないでください。
③ うちわであおぎながら、ご飯を冷まします。
	 急速に冷ますことでツヤを出します。
④ しゃもじを寝かせて切るようにご飯を混ぜます。
	 ご飯がぱらついて、全体的にツヤが出れば完成です。

すしめしを作るときは

冷凍ごはんを作るときは

① 炊き上がったら、ラップに150g程度のご飯をのせ、２～３cmの厚さに広げて包みます。
② 室温まで冷やしてから冷凍室に入れます。
	 炊き上がったら、できるだけ早くご飯を凍らせてください。（長期保温はご飯の味に影響し
ます）

●	アルミ容器を使うと、より早く冷凍でき、お米の鮮度を保つことができます。
●	解凍する際は、お使いの電子レンジの取扱説明書に従ってください。
	 取扱説明書がお手元にない場合、以下を加熱時間の目安としてください。
	 ・	1個	2～3分　・	2個	4～5分（約150g ／個の場合）

玄米・雑穀粥を作るときは

玄米・雑穀粥は、下記の水分量を参考にしてください。
※	炊飯後は早めにお召し上がりください。

● 玄米粥
0.5合 400ml
1合 800ml
1.5合 1200ml

● 雑穀粥
0.5合 650ml
1合 1300ml

炊き込みごはんを作るときは
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ご飯を炊く

お米と水を釜に入れます。
先に釜にお米を入れてから、お米の合数と調理方法に合わせて水を入れます。
●	お米は付属の炊飯用カップで量ってください。
	 釜の目盛りは、付属の炊飯用カップで量ったお米に対しての水の量の目安です。
●	MAXライン以上は水や米を入れないでください。

釜を本体にセットします。
●	温度センサーや加熱プレートにご飯つぶなどの異物や汚れがないか確認してから本
体にセットします。

●	異物や汚れ、水滴等の水分がついている場合は、拭き取ってからセットしてください。
●	外ふたは閉める前に必ず乾いていることを確認してから閉めてください。

プッシュボタンを押して外ふたを開け、 
釜を取り出します。

外ふたを閉めます。

電源コードを本体とコンセントに接続します。
ブザー音が鳴り、画面に現在の時刻が
表示されます。
●	「白米」モード、「ふつう」（炊き具合）、
「エコ炊飯」が選択された状態となり
「炊飯」のランプが点滅します。

 

ダイヤルリングを指でなぞるか、◁ ▷を押して、炊飯プログラムを 
選択します。

外ふたに内ぶたと蒸気口が取り付けられているこ
とを確認してください。

選択中のモードまたは炊飯プログラムランプが点灯します。

●	2回目以降の使用では、前回炊飯時のプログラムのランプが選択された状態となり
「炊飯」のランプが点滅します。
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● 炊き具合の調整

● エコ炊飯

●	「炊飯」のランプと遠赤外線加熱ラ
ンプが点灯し、炊飯が始まります。

●	調理を途中で中止する場合は、「炊
飯」を長押ししてください。

●	炊き上がりまでの目安時間が調理
進行状態に合わせて表示されます。

	 ※		蒸らし工程に入ると表示されて
いる時間が短くなることがあり
ますが異常ではありません。

 を押して、炊飯を開始します。

ご飯を炊く（続き）

7

炊飯中は蒸気口から熱い蒸気が出ます。
蒸気口の上に手や顔などを近づけないでください。注意

● 早炊き
通常のモードより早くご飯を炊くこ
とができます。
※	ご飯の食感はやや固くなります。
※	早炊きを選択した状態で他の
モードを選択すると、早炊きモー
ドはオフになります。 8

ブザーが鳴ったら炊きあがりです。
●	炊きあがったら、すぐにご飯をほぐし、余分な水分を逃します。
●	炊きあがったら自動的に保温モードになります。
	 保温中は、「保温」ランプが点灯し、画面には保温の経過時間が表示されます。

 を長押しして、保温を終了します。

● 外ふたを開けるときは熱い蒸気が出ますので、注意してください。
● 外ふたを開けた後、湯滴が垂れてやけどする危険がありますので、

ご注意ください。

注意

 

「白米」または「無洗米」モードを
選択している場合は、「エコ炊飯」
モードに設定することができます。
エコ炊飯モードで炊飯をすると、
通常の炊飯時より消費電力を低く
抑えることができます。
消費電力を抑えるため、最初の20～
30分ほどは常温で吸水を行います。
そのため動作音はしませんが、調理
時間をカウントダウンしていきます。
※	電源を入れた時点では「白米」モード、「ふつう」（炊き具合）、「エコ炊飯」が選択された
状態となります。

	 「エコ炊飯」が選択されている場合、図のように「エコ」ランプが点灯します。
※	エコ炊飯モードで選択できる炊き具合は「ふつう」のみです。
※	エコ炊飯モードで少量（0.5合または1合）のお米を炊き、6時間以上保温する場
合は、味と香りを保つためにお米をほぐしてください。

「白米」または「無洗米」を選択し
ている場合は、お米の炊き具合を
調整することができます。
「炊き具合」を押して「やわらか」、
「ふつう」、「かため」、「おこげ」
の中から選択してください。
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予約して炊飯する

予約した時刻に、自動的にご飯を炊き上げます。
●	２つの予約時間を「予約１」「予約2」として、設定を保存できます。
●	予約する前に、現在時刻を合わせてください。時刻がずれていると、予約した時刻に炊き
あがりません。

●	「炊き込み」「早炊き」「保温」を選択した場合は、予約できません。
●	炊飯時間より前に予約時間を設定できません。
	 表示部には炊きあがりまでの目安時間が表示されます。
	 ※	予約可能時間は、プログラムによって異なります。詳細は13ページをご参照ください。

お米と水を入れた釜を本体にセットして、外ふたを閉めます。

 を押します。

 を押します。

ダイヤルリングを指でなぞるか、◁ ▷を押して、予約時間を設定します。
●	炊飯が終了する時刻を設定します。
●	時間は「時：分」で設定します。
●	設定可能な予約時間は、選択した炊飯モードによって異なります（13ページ）。
●	予約時間は、夏場は8時間以内、冬場は13時間以内を目安にしてください。

予約完了です。

タッチするたびに「予約1」ランプと	
「予約2」ランプが交互に点灯します。
それぞれに個別の予約時間設定を保存
しておくことができます。

電源コードを本体とコンセントに接続します。

炊飯プログラムを選択します。

※	予約機能を使って炊飯すると、お米が余分な水分を吸収して、よりやわらかく炊きあがります。
※	浸水すると、お米のでんぷんが溶けて底に沈み、底の方のお米が少し黄色くなることがあ
ります。

※	本体内蔵のリチウム電池が切れている場合、電源プラグをコンセントから抜くたびに、現
在時刻と予約時間設定はリセットされます。再度予約機能を使用する場合は、改めて時刻
を設定してから予約時刻を設定してください。

予約炊飯時間について

13時間以上の予約はしないでください。
また、夏場など水温が高いときは8時間以上の予約はしないでください。
腐敗するおそれがあります。

具材や調味料を加えた状態で予約はしないでください。
具材が腐敗したり、調味料が沈殿してうまく炊けないことがあります。

お願い

※	予約炊飯をすると、ご飯がやわらかくなったり、ぬかが底にたまって焦げたりすることがあります。
※	室温または水温が低いときや電圧・水加減によっては予約した時刻に炊きあがらないことがあります。
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使用後のお手入れ

使用後は電源プラグをコンセントから抜き、外ふたを開けて冷ましてください。
冷ました後、以下のお手入れをしてください。

本体外側・内側
柔らかく湿った布で拭きます。

蒸気口ユニット
外ふたから取り外し、分解してお手入れします。
→25ページ

炊飯用カップ・しゃもじ
ぬるま湯と中性洗剤を使いスポンジ
で洗います。
食器洗浄乾燥機で洗浄できます。

内ぶた
外ふたから取り外して、お手入れします。
→24ページ

電源コード（電源プラグ）
固くしぼったふきんで拭きます。

使うたびに

●	本体を液体に浸さないでください。
●	金属製タワシ、研磨剤の入った洗剤・スポンジ等は、釜の内側のコーティン
グ面を傷つけるので使用しないでください。また、こげつき等を落とす際は、
金属製のかたいものを使用しないでください。

●	ベンジン、シンナー、漂白剤、除菌アルコールなどは使用しないでください。

お願い

保温する

 を押します。

再加熱する

保温時に  を押します。

 を押します。

 を長押しして、保温を終了します。

「再加熱」ランプが点灯し、炊飯ボタ
ンが点滅します。

保温ランプが消え、「炊飯」のランプ
と遠赤外線ランプが点灯し、再加熱
が開始されます。
「00：12」と表示され、タイマーのカ
ウントダウンが始まります。
●	途中で終了したいときは「炊飯」を長押しします。
●	再加熱開始後、ご飯が十分な温度に達するとタイマーの残り時間表示が早まることが
あります。

	 再加熱が終了するとブザーが鳴り、保温モードに移行して、再加熱開始時点の保温
経過時間が表示されます。

保温が開始されます。
●	途中で終了したいときは、「炊飯」
を長押しします。

●	保温開始後、24時間が経過すると、自動的に保温が終了します。
●	風味を保つため、保温は12時間以内を目安にしてください。
●	保温時間は設定できません。

「保温」のランプが点灯し、「炊飯」
ランプが点滅します。

 を押します。

次のようなときに再加熱はおこなわないでください。
●	ご飯が冷たいとき　●	白米以外のとき　●	再加熱の繰り返し
●	ご飯の量が3合水位目盛以上あるとき

お願い

釜
ぬるま湯と中性洗剤を使いスポンジで洗います。
釜は洗いおけ代わりに使わないでください。
食器洗浄乾燥機は使用しないでください。
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内ぶたのお手入れ

外ふたのレバーを押し上げながら、内ぶた
を取り外します。

ぬるま湯と中性洗剤を使い、スポンジで洗います。
●	食器洗浄乾燥機で洗浄できます。
●	内ぶたのパッキンは取り外せません。
●	洗浄後は水気を拭き取り、乾燥させてください。

内ぶたが乾燥したら、元の位置に差し込み
ます。

内ぶたのツメを外ふたのレバーに押し込ん
で取り付けます。
カチッと音がするまで押し込んで固定してください。

使用後のお手入れ（続き）

レバー
蒸気口のお手入れ

④ 下部カバーに上部カバーを取り付け
ます。

	 上部カバーの▽を	 	マークに合わ
せてから、	 	の位置まで時計回りに
回して固定してください。

蒸気口ユニットの突起2つを、外ふたの
蒸気穴とくぼみに合わせて取り付けます。

外ふたから蒸気口ユニットを 
取り外します。

蒸気口ユニットを組み立てます。
① 蒸気口に下パッキンを取り付けます。

溝

蒸気口ユニットを、外ふたに 
取り付けます。

上に引っぱって
取り外す

柔らかく湿った布巾やスポンジで、各
部品の汚れを落としてください。
●	上部カバー以外は食器洗浄乾燥機
で洗浄できます。

●	洗浄後は、水気を拭き取って乾燥さ
せます。

上部カバーを反時計回りに回し
て、取り外します。

分解した各部品をお手入れします。

▽と	 	マーク
を合わせる

上部カバー

下部カバー

② 蒸気口に上パッキンを
取り付けます。

③ 下部カバーに、蒸気口
を入れます。

上パッキン

蒸気口

下パッキン

蒸気口からカバーとパッキンを
取り外します。
① 蒸気口から下部カバー

を取り外します。

② 蒸気口からパッキン2個を取り外し
ます。

突起

蒸気穴
くぼみ

 

パッキンを手前に向けて、内ぶ
たの下の部分を外ふたの溝に差
し込みます。
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蒸気口や釜の臭いや汚れが気になる場合は、洗浄メニューをお試しください。

釜に白米2カップ分までの水を入れます。

外ふたを閉めます。

電源コードを本体とコンセントに接続します。

 を長押しします。

外ふたに内ぶたと蒸気口が取り付けられているこ
とを確認してください。

洗浄の所要時間は約30分間です。
洗浄が終わると、ブザー音でお知らせします。

 を押して、洗浄を開始します。

洗浄中は蒸気口から熱い蒸気が出ます。
蒸気口の上に手や顔などを近づけないでください。注意

考えられる原因 対処方法
外ふたが確実に閉まっていない。 外ふたを開けて、確実に閉まっているか確認してください。

蒸気口ユニットが正しく取り付
けられていない、または正し
く組み立てられていない。

使用を中止して本体が冷めてから、蒸気口ユニットが正し
く取り付けられているか、正しく組み立てられているかを
確認してください。（→25ページ参照）

パッキンが破損している。 使用を中止し、お客様相談センターへご連絡ください。

■ 炊飯中に蒸気が漏れている

考えられる原因 対処方法
電源コードが接続されていない。 電源コードを本体とコンセントに接続してください。

■ 画面表示が消灯していて、炊飯できない

こんなときは

考えられる原因 対処方法
お米と水の比率が間違っている。 付属の炊飯用カップで量ったお米を釜に入れてから、水を

入れてください。水の量は釜の目盛りを目安にして、お
米の合数と調理方法に合わせてください。

■ うまく炊飯できない

考えられる原因 対処方法
本体内蔵の電池が切れた。 炊飯機能に問題はありませんが、電源プラグをコンセントか

ら抜くたびに、現在時刻と予約時間設定はリセットされます。
予約機能を使用する場合は、時刻を設定し直してください。
「予約」ボタンを長押しすると時刻の設定ができます。
本体内蔵電池を交換する場合は、お客様相談センターへ
ご連絡ください。

■ 予約ボタンを押すとE10が表示される

使用後のお手入れ（洗浄の仕方）

「洗浄」のランプが点灯します。

考えられる原因 対処方法
コントロールパネル部が破損
しているか、接続エラーが起
こっている。

使用を中止し、お客様相談センターへご連絡ください。

■ 炊飯できるが、画面表示が消灯している
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受付時間：9:00～18:00(土･日･祝日･弊社休業日を除く)

本社： 〒107-0062 東京都港区南青山 1-1-1 新青山ビル東館 4F

※ 全国各地より市内通話料金にてご利用いただけます。
※ 商品により部品としての取り扱いのないものがございます。

お客様
相談センター

部品注文
センター

修理センター 受付時間：9:00～18:00(土･日･祝日･弊社休業日を除く)

製品仕様

ティファール ザ・ライス 遠赤外線3DIH炊飯器
定格電圧／周波数 100V～		50/60Hz 電源コードの長さ 約1ｍ

定格消費電力 1180W サイズ（本体のみ） 約	261×323×230mm

本体重量 約5.5kg 付属品 炊飯用カップ、しゃもじ

※	仕様、デザイン、価格等は変更になることがありますのでご了承ください。
※	本製品は日本国内のみで使用できます。
※		標高の高い場所、厳寒地などでは所定の性能が発揮できなかったり、吹きこぼれることが
あります。こうした場所での使用はなるべくさけてください。

Made	in	China
＜家庭用品品質表示法に基づく表示＞
最大炊飯容量 1L
区分名 B
蒸発水量※1 6.5g
年間消費電力量※2 80.3kWh/年（エコ炊飯）
1回当たりの炊飯時消費電力量※3 140.1Wh
1時間当たりの保温時消費電力量※4 18.9Wh
1時間当たりのタイマー予約時消費電力量 0.9Wh
1時間当たりの待機時消費電力量 0.8Wh

ISM装置分類 グループ２クラスＢ
グループ2：
材料の処理，検査又は分析の目的で，電磁放射，誘導性結合及び / 又は容量性結合の形で周波数範囲 9kHz ～
400GHz の無線周波数エネルギーを意図的に発生して使用，又は使用のみを行う全ての ISM	RF 装置。
クラスB：
家庭用の施設及び住居用に使用する目的の建造物に給電する低電圧電力系統に直接接続する施設での使用に適した装置。

※1		1回あたりの炊飯時に炊飯機器体外へ放出した水の質量であり、省エネ法の目標基準値を算出するために用いる数値です。
※2	省エネ法・特定機器「電気ジャー炊飯器」測定法による数値です。区分名も同法に基づいています。
※3	「白米	エコ炊飯」での電力量です。
※4	工場出荷時（お買い上げ時）での保温設定の電力量です。
●	 	実際にお使いになるときの消費電力量は、使用頻度、使用時間、お米の量、炊き方、周囲の温度などによって変化
しますので、あくまでも目安としてご覧ください。

こんなときは（続き）

画面表示 考えられる原因 対処方法
E0
E1 故障している。 使用を中止し、お客様相談センターへご連絡

ください。

E5 釜が本体に正しくセットされて
いない、または故障している。

釜をセットしてください。
釜をセットしてもエラーコードが表示される場
合は、使用を中止し、お客様相談センターへ
ご連絡ください。

E10 本体内蔵電池が切れた。
炊飯機能に問題はありませんが、本体内蔵電
池を交換する場合はお客様相談センターへご
連絡ください。

■ 表示部にエラーコードが表示される
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